
高校の教職員定数早見表　　　全日制（１）　教頭・教諭等 ２０１７年　宮城県高等学校・障害児学校教職員組合

副校長・教頭

法律 ９条一 ９条二 ９条四 ９条六 ９条八 ９条九 ９条２項 ２３条 １０条 ２２条三 法律

施行令 ３条 ２条 施行令

定員（人） 学級数

習熟度
別・少人
数指導

生徒指導
担当（進
路指導・
教育相談
担当）

農業
水産

工業
商業
家庭

農業 商業 情報
美術
音楽
体育

理数
外国語
国際

衛生
看護

福祉 総合
中高一貫
校

大規模校
（５４科目
以上開設
の普通
科）

指導方法
改善、研
修等

定員（人） 学級数
～ 40 1 5 0 2 1 0 ～ 40 1
～ 80 2 8 2 ～ 80 2
～ 120 3 8 2 ～ 120 3
～ 160 4 10 3 ～ 160 4
～ 200 5 13 4 ～ 200 5
～ 240 6 15 4 3 ～ 240 6
～ 280 7 18 5 ～ 280 7
～ 320 8 19 6 ～ 320 8
～ 360 9 22 0 6 3 5 ～ 360 9
～ 400 10 24 0 7 3 6 5 ～ 400 10
～ 440 11 25 0 8 3 ～ 440 11
～ 480 12 28 1 8 4 ～ 480 12
～ 520 13 30 1 9 4 ～ 520 13
～ 560 14 31 1 10 4 ～ 560 14
～ 600 15 33 2 10 5 ～ 600 15
～ 640 16 36 2 11 5 9 8 ～ 640 16
～ 680 17 36 2 12 5 10 ～ 680 17
～ 720 18 39 3 12 6 ～ 720 18
～ 760 19 41 3 13 6 ～ 760 19
～ 800 20 42 3 14 6 12 10 ～ 800 20
～ 840 21 44 4 14 7 13 11 ～ 840 21
～ 880 22 46 4 15 7 ～ 880 22
～ 920 23 46 4 16 7 ～ 920 23
～ 960 24 48 5 16 8 ～ 960 24
～ 1000 25 50 5 17 8 ～ 1000 25
～ 1040 26 51 5 18 8 ～ 1040 26
～ 1080 27 53 6 18 9 ～ 1080 27
～ 1120 28 55 6 19 9 ～ 1120 28
～ 1160 29 56 6 20 9 18 ～ 1160 29
～ 1200 30 58 7 20 10 ～ 1200 30
～ 1240 31 60 7 21 10 ～ 1240 31
～ 1280 32 61 7 22 10 ～ 1280 32
～ 1320 33 63 8 22 11 ～ 1320 33
～ 1360 34 65 8 23 11 17 ～ 1360 34
～ 1400 35 67 8 24 11 ～ 1400 35
～ 1440 36 69 9 24 12 ～ 1440 36
～ 1480 37 71 9 25 12 ～ 1480 37
～ 1520 38 73 9 26 12 23 ～ 1520 38
～ 1560 39 75 10 26 13 24 ～ 1560 39
～ 1600 40 77 10 27 13 ～ 1600 40
～ 1640 41 79 10 28 13 ～ 1640 41
～ 1680 42 80 11 28 14 ～ 1680 42
～ 1720 43 82 11 29 14 ～ 1720 43
～ 1760 44 84 11 30 14 28 ～ 1760 44
～ 1800 45 86 12 30 15 29 ～ 1800 45
～ 1840 46 88 12 31 15 ～ 1840 46
～ 1880 47 90 12 32 15 ～ 1880 47
～ 1920 48 92 13 32 16 ～ 1920 48
～ 1960 49 94 13 33 16 ～ 1960 49
～ 2000 50 96 13 34 16 33 ～ 2000 50
～ 2040 51 98 14 34 17 ～ 2040 51

小計 減算 小計

合計 合計

根拠法令 公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律（2007）、および同法施行令（2007）
参考文献　　全教の作成資料

職名

法的根拠

趣旨

0

1

大学科が
１つの場
合：１

大学科が
２以上の
場合：２

2

９条七

1

3

4

5

小学科の
数

小学科の
数＋２

（小学科
の数×
２）＋１

（小学科
の数×
２）＋２

（小学科
の数×
２）＋３

5

1

2

0

1

0

2

3

4

6

寄宿する
生徒が51
人以上の
場合：＋

１

8

2

寄宿舎
普通科で
少人数教

育

学科による加配（１）

3
4寄宿舎の

入舎生徒
数５１人
以上の農
業経営者
育成高校
で半年以
上２年未
満の宿泊
教育を行
う場合：
＋２

寄宿舎の
入舎生徒
数５１人
以上の農
業経営者
育成高校
で２年以
上の宿泊
教育を行
う場合：
＋３

寄宿舎の
入舎生徒
数５０人
以下の農
業経営者
育成高校
で半年以
上２年未
満の宿泊
教育を行
う場合：
＋３

寄宿舎の
入舎生徒
数５０人
以下の農
業経営者
育成高校
で２年以
上の宿泊
教育を行
う場合：
＋４

４５科目
以上開設

の、

①中等教
育学校、
併設型中
高一貫
校：＋１

②連携型
中高一貫
校：＋２

20

21

22

23

政令で定
める数

4

5

6

情報処理
に関する
学科があ
る場合：
＋２

9

11

農業
水産
工業

小学科の
数＋右欄
の数

0

5

6

7

主幹教諭・指導教諭・教諭・助教諭・講師

再任用短
時間勤務
および非
常勤講師
がいる場

合

週当たり
勤務時間
数の合計
÷４０（小
数第一位
を四捨五
入）を差
し引く

すべての学校に標準配置

21

22

25

27

30

11

14

15

17

19

0

2

4

7

8

1

3

職名

趣旨

法的根拠

11

12

２２条三・四・五
２条

特別な配慮を必要とする生徒、多様な教育を行うた
めの教育課程の編成、長期研修、教育指導の改善

に関する特別な研究

（ア）指導
方法改善

（イ）生徒
支援

①日本語
に関する
特別対応
②読書活
動の推進
③ニート・
フリー

ター対応
④上記①
～③以外

（ウ）職業
系類型・
コース

（エ）多様
な教科科
目開設

（オ）研修
等

①長期研
修

②研究指
定校

③初任者
研修

④指導改
善研修

⑤修業年
限弾力化

6

7

8

9

10

0

1

3

4

5

25

単位制
（総合学科を除く）

職業系科
目が開設
されてい
る場合

１０～１９
科目のと
き：＋１

２０～２９
科目のと
き：＋２

３０科目
以上のと
き：＋３

２２条一 ２２条二
養護教諭

心身の健
康を害し
ている生
徒に対し
て回復の
ための特
別指導を
行う場合

0

文科大臣
が定める

数

1

2

基礎数
すべての
学校に標
準配置

24

学科による加配（２） 学科による加配（２）

0

4

6

7

9

12

14

15

16

18

19

32

学科名
学級数

学校名

結果のまとめ

一般 初任研
定数 人数
現員数 持ち時間
過不足 Ａ÷18

図書司書
非常勤講師

校長 教頭 教諭等 養護教諭 実習助手 事務職員寄宿舎指導員



高校の教職員定数早見表　　　全日制（２）　実習助手と事務職員

法律 １１条一 １１条三 ２３条 １２条一 １２条二 １２条三 法律
施行令 ３条 施行令

基礎数

定員（人） 学級数

農業
水産

工業
商業
家庭

分校で農
業・水産・
工業の授
業を行う
場合

水産 工業

商業（情
報処理に
関する学
科がある
場合）

情報 理数
衛生
看護

農業
水産
工業

総合
単位制
（総合学
科を除く）

中高一貫
校

定員（人） 学級数
～ 40 1 ～ 40 1
～ 80 2 ～ 80 2
～ 120 3 ～ 120 3
～ 160 4 ～ 160 4
～ 200 5 ～ 200 5
～ 240 6 2 ～ 240 6
～ 280 7 2 ～ 280 7
～ 320 8 2 ～ 320 8
～ 360 9 1 3 2 ～ 360 9
～ 400 10 1 3 2 ～ 400 10
～ 440 11 1 3 2 ～ 440 11
～ 480 12 2 4 2 ～ 480 12
～ 520 13 2 4 2 ～ 520 13
～ 560 14 2 4 2 ～ 560 14
～ 600 15 3 5 3 ～ 600 15
～ 640 16 3 5 3 ～ 640 16
～ 680 17 3 5 3 ～ 680 17
～ 720 18 4 6 3 ～ 720 18
～ 760 19 4 6 3 ～ 760 19
～ 800 20 4 6 3 ～ 800 20
～ 840 21 5 7 3 ～ 840 21
～ 880 22 5 7 3 ～ 880 22
～ 920 23 5 7 3 ～ 920 23
～ 960 24 6 8 4 ～ 960 24
～ 1000 25 6 8 4 ～ 1000 25
～ 1040 26 6 8 4 ～ 1040 26
～ 1080 27 7 9 4 ～ 1080 27
～ 1120 28 7 9 4 ～ 1120 28
～ 1160 29 7 9 4 ～ 1160 29
～ 1200 30 8 10 4 ～ 1200 30
～ 1240 31 8 10 4 ～ 1240 31
～ 1280 32 8 10 4 ～ 1280 32
～ 1320 33 9 11 5 ～ 1320 33
～ 1360 34 9 11 5 ～ 1360 34
～ 1400 35 9 11 5 ～ 1400 35
～ 1440 36 10 12 5 ～ 1440 36
～ 1480 37 10 12 5 ～ 1480 37
～ 1520 38 10 12 5 ～ 1520 38
～ 1560 39 11 13 5 ～ 1560 39
～ 1600 40 11 13 5 ～ 1600 40
～ 1640 41 11 13 5 ～ 1640 41
～ 1680 42 12 14 6 ～ 1680 42
～ 1720 43 12 14 6 ～ 1720 43
～ 1760 44 12 14 6 ～ 1760 44
～ 1800 45 13 15 6 ～ 1800 45
～ 1840 46 13 15 6 ～ 1840 46
～ 1880 47 13 15 6 ～ 1880 47
～ 1920 48 14 16 6 ～ 1920 48
～ 1960 49 14 16 6 ～ 1960 49
～ 2000 50 14 16 6 ～ 2000 50
～ 2040 51 15 17 7 ～ 2040 51

小計 （減） （減） （減）

合計

根拠法令 公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律（2007）、および同法施行令（2007）
参考文献　　全教の作成資料

小計

合計

実習助手

法的根拠

再任用短
時間勤務
および非
常勤講師
がいる場

合

週当たり
勤務時間
数の合計
÷４０（小
数第一位
を四捨五
入）を差し

引く

職名

趣旨

1

農・水・
工・情報
（商業の
情報を含
む）の科
目が開設
されてい
る場合

３０～６９
単位のと
き：＋１

７０～１０
９単位の
とき：＋２

１１０～１
４９単位
のとき：＋

３

１５０単位
以上の場
合：＋４

総合

２条

学科による加配（２）

家畜・家
きんの飼
育施設、
温室、機
械実習施
設、船舶
のある場
合、施行
令３条に
準じて算

定

1

2

1

2

3

１５０トン
を超える
船舶があ
る場合：
船舶数×

２

機械実習
施設の面
積が１６４
２．９８㎡
以上、２１
３５．８７
㎡未満の
場合：　＋

１

機械実習
施設の面
積が２１３
５．８７㎡
以上の場
合：　＋２

学科数×
２＋１

学科数×
２＋１

学科数×
２＋２

1

学科による加配（１）

1

0

２２条二

趣旨

職名

法的根拠

0

１１条二

学科数×
２

0

家畜等の
飼育施設
の面積が
５３２．２３
㎡以上、
６９１．９０
㎡未満の
場合：＋

１

家畜等の
飼育施設
の面積が
６９１．９０
㎡以上の
場合：＋

２

温室面積
が８２９．
７５㎡以
上、１０７
８．６８㎡
未満の場
合：＋１

温室面積
が１０７
８．６８㎡
以上の場
合：＋２

２２条一

半年以上
の宿泊を
伴う教育
を行う場
合：＋３

学科改
編、廃止
で１学年
以上欠け
る場合：
当該学科
数を減ず

る

農業
農業
水産
工業

農業・水
産・工業
に関する
授業を分
校のみで
行ってい
る場合：
学科数×
２を減ず

る

事務職員
２２条
２条

基礎数

学科による加配

1

1

1

1

0

0

1 1

2 2

3

4

1

2



高校の教職員定数早見表　　　定時制（１）　教頭・教諭等 ２０１７年　宮城県高等学校・障害児学校教職員組合

副校長・教頭

法律 ９条一 ９条二 ９条四 ９条六 ９条八 ９条九 ９条２項 ２３条 １０条 ２２条三 法律

施行令 ３条 ２条 施行令

定員（人） 学級数

習熟度
別・少人
数指導

生徒指導
担当（進
路指導・
教育相談
担当）

農業
水産

工業
商業
家庭

農業 商業 情報
美術
音楽
体育

理数
外国語
国際

衛生
看護

福祉 総合
指導方法
改善、研
修等

定員（人） 学級数
～ 40 1 5 1 ～ 40 1
～ 80 2 8 2 ～ 80 2
～ 120 3 8 2 ～ 120 3
～ 160 4 9 3 ～ 160 4
～ 200 5 11 4 ～ 200 5
～ 240 6 13 4 ～ 240 6
～ 280 7 15 5 ～ 280 7
～ 320 8 16 6 ～ 320 8
～ 360 9 18 0 6 3 ～ 360 9
～ 400 10 20 0 7 3 ～ 400 10
～ 440 11 22 0 8 3 ～ 440 11
～ 480 12 22 1 8 4 ～ 480 12
～ 520 13 24 1 9 4 6 5 ～ 520 13
～ 560 14 26 1 10 4 ～ 560 14
～ 600 15 28 2 10 5 ～ 600 15
～ 640 16 28 2 11 5 ～ 640 16
～ 680 17 29 2 12 5 8 ～ 680 17
～ 720 18 31 3 12 6 ～ 720 18
～ 760 19 33 3 13 6 ～ 760 19
～ 800 20 33 3 14 6 ～ 800 20
～ 840 21 35 4 14 7 10 8 ～ 840 21
～ 880 22 36 4 15 7 11 ～ 880 22
～ 920 23 38 4 16 7 ～ 920 23
～ 960 24 38 5 16 8 ～ 960 24
～ 1000 25 39 5 17 8 ～ 1000 25
～ 1040 26 41 5 18 8 13 10 ～ 1040 26
～ 1080 27 42 6 18 9 ～ 1080 27
～ 1120 28 42 6 19 9 ～ 1120 28
～ 1160 29 44 6 20 9 ～ 1160 29
～ 1200 30 45 7 20 10 ～ 1200 30
～ 1240 31 47 7 21 10 ～ 1240 31
～ 1280 32 48 7 22 10 ～ 1280 32
～ 1320 33 50 8 22 11 ～ 1320 33
～ 1360 34 51 8 23 11 ～ 1360 34
～ 1400 35 53 8 24 11 ～ 1400 35
～ 1440 36 54 9 24 12 ～ 1440 36
～ 1480 37 56 9 25 12 ～ 1480 37
～ 1520 38 57 9 26 12 ～ 1520 38
～ 1560 39 59 10 26 13 ～ 1560 39
～ 1600 40 60 10 27 13 ～ 1600 40
～ 1640 41 62 10 28 13 ～ 1640 41
～ 1680 42 63 11 28 14 ～ 1680 42
～ 1720 43 65 11 29 14 ～ 1720 43
～ 1760 44 66 11 30 14 ～ 1760 44
～ 1800 45 68 12 30 15 ～ 1800 45
～ 1840 46 69 12 31 15 ～ 1840 46
～ 1880 47 71 12 32 15 ～ 1880 47
～ 1920 48 72 13 32 16 ～ 1920 48
～ 1960 49 74 13 33 16 ～ 1960 49
～ 2000 50 75 13 34 16 ～ 2000 50
～ 2040 51 77 14 34 17 ～ 2040 51

小計 減算 小計

合計 合計

根拠法令 公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律（2007）、および同法施行令（2007）
参考文献　　全教の作成資料

職名 主幹教諭・指導教諭・教諭・助教諭・講師 養護教諭 職名

法的根拠
９条七 ２２条一 ２２条二 ２２条三・四・五

法的根拠
２条

趣旨 すべての学校に標準配置 学科による加配（１）

寄宿舎
普通科で
少人数教

育

趣旨

農業
水産
工業

単位制
（総合学科を除く）

0

寄宿する
生徒が51
人以上の
場合：＋

１

学科による加配（２） 学科による加配（２）
特別な配慮を必要とする生徒、多様な教
育を行うための教育課程の編成、長期研
修、教育指導の改善に関する特別な研究

再任用短
時間勤務
および非
常勤講師
がいる場

合

基礎数

心身の健
康を害し
ている生
徒に対し
て回復の
ための特
別指導を
行う場合

2

大学科が
１つの場
合：１

大学科が
２以上の
場合：２

5 4

11

1

小学科の
数＋右欄
の数

3

0

政令で定
める数

0 寄宿舎の
入舎生徒
数５１人
以上の農
業経営者
育成高校
で半年以
上２年未
満の宿泊
教育を行
う場合：
＋２

寄宿舎の
入舎生徒
数５１人
以上の農
業経営者
育成高校
で２年以
上の宿泊
教育を行
う場合：
＋３

寄宿舎の
入舎生徒
数５０人
以下の農
業経営者
育成高校
で半年以
上２年未
満の宿泊
教育を行
う場合：
＋３

寄宿舎の
入舎生徒
数５０人
以下の農
業経営者
育成高校
で２年以
上の宿泊
教育を行
う場合：
＋４

情報処理
に関する
学科があ
る場合：
＋２

2 4

9

0

1

2

14

16

9
週当たり
勤務時間
数の合計
÷４０（小
数第一位
を四捨五
入）を差
し引く

職業系科
目が開設
されてい
る場合

１０～１９
科目のと
き：＋１

２０～２９
科目のと
き：＋２

３０科目
以上のと
き：＋３

（ア）指導
方法改善

（イ）生徒
支援

①日本語
に関する
特別対応
②読書活
動の推進
③ニート・
フリー

ター対応
④上記①
～③以外

（ウ）職業
系類型・
コース

（エ）多様
な教科科
目開設

（オ）研修
等

①長期研
修

②研究指
定校

③初任者
研修

④指導改
善研修

⑤修業年
限弾力化

2

3

4
0

1

小学科の
数

小学科の
数＋1

文科大臣
が定める

数

小学科の
数×２

（小学科
の数×
２）＋1

0

1

2

3

4

5

0

1

2

3

4
9

12

5

6

7 5

0

1

2

すべての
学校に標
準配置

17

18

3

6

7

11

12

13

0

2

4

7

学科名
学級数

学校名

結果のまとめ

一般 初任研
定数 人数
現員数 持ち時間
過不足 Ａ÷18

図書司書
非常勤講師

校長 教頭 教諭等 養護教諭 実習助手 事務職員寄宿舎指導員



高校の教職員定数早見表　　　定時制（２）　実習助手と事務職員

法律 １１条一 １１条三 ２３条 １２条一 １２条二 １２条三 法律
施行令 ３条 施行令

基礎数

定員（人） 学級数

農業
水産

工業
商業
家庭

分校で農
業・水産・
工業の授
業を行う
場合

水産 工業

商業（情
報処理に
関する学
科がある
場合）

情報 理数
衛生
看護

農業
水産
工業

総合
単位制
（総合学
科を除く）

中高一貫
校

定員（人） 学級数
～ 40 1 ～ 40 1
～ 80 2 ～ 80 2
～ 120 3 ～ 120 3
～ 160 4 ～ 160 4
～ 200 5 ～ 200 5
～ 240 6 2 ～ 240 6
～ 280 7 2 ～ 280 7
～ 320 8 2 ～ 320 8
～ 360 9 1 3 2 ～ 360 9
～ 400 10 1 3 2 ～ 400 10
～ 440 11 1 3 2 ～ 440 11
～ 480 12 2 4 2 ～ 480 12
～ 520 13 2 4 2 ～ 520 13
～ 560 14 2 4 2 ～ 560 14
～ 600 15 3 5 3 ～ 600 15
～ 640 16 3 5 3 ～ 640 16
～ 680 17 3 5 3 ～ 680 17
～ 720 18 4 6 3 ～ 720 18
～ 760 19 4 6 3 ～ 760 19
～ 800 20 4 6 3 ～ 800 20
～ 840 21 5 7 3 ～ 840 21
～ 880 22 5 7 3 ～ 880 22
～ 920 23 5 7 3 ～ 920 23
～ 960 24 6 8 4 ～ 960 24
～ 1000 25 6 8 4 ～ 1000 25
～ 1040 26 6 8 4 ～ 1040 26
～ 1080 27 7 9 4 ～ 1080 27
～ 1120 28 7 9 4 ～ 1120 28
～ 1160 29 7 9 4 ～ 1160 29
～ 1200 30 8 10 4 ～ 1200 30
～ 1240 31 8 10 4 ～ 1240 31
～ 1280 32 8 10 4 ～ 1280 32
～ 1320 33 9 11 5 ～ 1320 33
～ 1360 34 9 11 5 ～ 1360 34
～ 1400 35 9 11 5 ～ 1400 35
～ 1440 36 10 12 5 ～ 1440 36
～ 1480 37 10 12 5 ～ 1480 37
～ 1520 38 10 12 5 ～ 1520 38
～ 1560 39 11 13 5 ～ 1560 39
～ 1600 40 11 13 5 ～ 1600 40
～ 1640 41 11 13 5 ～ 1640 41
～ 1680 42 12 14 6 ～ 1680 42
～ 1720 43 12 14 6 ～ 1720 43
～ 1760 44 12 14 6 ～ 1760 44
～ 1800 45 13 15 6 ～ 1800 45
～ 1840 46 13 15 6 ～ 1840 46
～ 1880 47 13 15 6 ～ 1880 47
～ 1920 48 14 16 6 ～ 1920 48
～ 1960 49 14 16 6 ～ 1960 49
～ 2000 50 14 16 6 ～ 2000 50
～ 2040 51 15 17 7 ～ 2040 51

小計 （減） （減） （減）

合計

根拠法令 公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律（2007）、および同法施行令（2007）
参考文献　　全教の作成資料

職名 実習助手 事務職員 職名

法的根拠
１１条二 ２２条一 ２２条二 ２２条

法的根拠
２条 ２条

趣旨 学科による加配（１） 学科による加配（２） 再任用短
時間勤務
および非
常勤講師
がいる場

合

基礎数

学科による加配 趣旨

農業
水産
工業

農業 総合

0

学科数×
２

学科数×
２＋１

0

1

0

0

1

1 1

2 2

1

農・水・
工・情報
（商業の
情報を含
む）の科
目が開設
されてい
る場合

３０～６９
単位のと
き：＋１

７０～１０
９単位の
とき：＋２

１１０～１
４９単位
のとき：＋

３

１５０単位
以上の場
合：＋４

31

家畜・家
きんの飼
育施設、
温室、機
械実習施
設、船舶
のある場
合、施行
令３条に
準じて算

定

週当たり
勤務時間
数の合計
÷４０（小
数第一位
を四捨五
入）を差し

引く

1

0

学科改
編、廃止
で１学年
以上欠け
る場合：
当該学科
数を減ず

る

農業・水
産・工業
に関する
授業を分
校のみで
行ってい
る場合：
学科数×
２を減ず

る

家畜等の
飼育施設
の面積が
５３２．２３
㎡以上、
６９１．９０
㎡未満の
場合：＋

１

家畜等の
飼育施設
の面積が
６９１．９０
㎡以上の
場合：＋

２

温室面積
が８２９．
７５㎡以
上、１０７
８．６８㎡
未満の場
合：＋１

温室面積
が１０７
８．６８㎡
以上の場
合：＋２

半年以上
の宿泊を
伴う教育
を行う場
合：＋３

１５０トン
を超える
船舶があ
る場合：
船舶数×

２

機械実習
施設の面
積が１６４
２．９８㎡
以上、２１
３５．８７
㎡未満の
場合：　＋

１

機械実習
施設の面
積が２１３
５．８７㎡
以上の場
合：　＋２

学科数×
２＋１

学科数×
２＋２

2

小計

合計

1 1
2

2

1

1

3

4 1



高校の教職員定数早見表　　　通信制 ２０１７年　宮城県高等学校・障害児学校教職員組合

副校長・教頭 養護教諭 事務職員

法律 ９条一 ９条三 ９条五 ９条六 ２２条三・四・五 ２３条 ２２条三 １２条四 法律

施行令 ２条 ３条 ２条 施行令

基礎数

生徒数（人）

生徒数を各段階ご
とに分けて、それぞ
れの区分ごとの数
値を合計する

生徒数（人）
～ 40 ～ 40
～ 80 ～ 80
～ 120 ～ 120
～ 160 ～ 160
～ 200 ～ 200
～ 240 ～ 240
～ 280 ～ 280
～ 320 ～ 320
～ 360 ～ 360
～ 400 ～ 400
～ 440 ～ 440
～ 480 ～ 480
～ 520 ～ 520
～ 560 ～ 560
～ 600 ～ 600
～ 640 ～ 640
～ 680 ～ 680
～ 720 ～ 720
～ 760 ～ 760
～ 800 ～ 800
～ 900 ～ 900
～ 1000 ～ 1000
～ 1100 ～ 1100
～ 1200 ～ 1200
～ 1300 ～ 1300
～ 1400 ～ 1400
～ 1500 ～ 1500
～ 1600 ～ 1600
～ 1700 ～ 1700
～ 1800 ～ 1800
～ 1900 ～ 1900
～ 2000 ～ 2000
～ 2100 ～ 2100
～ 2200 ～ 2200
～ 2300 ～ 2300
～ 2400 ～ 2400
～ 2500 ～ 2500
～ 2600 ～ 2600
～ 2700 ～ 2700
～ 2800 ～ 2800
～ 2900 ～ 2900
～ 3000 ～ 3000
～ 3100 ～ 3100
～ 3200 ～ 3200
～ 3300 ～ 3300
～ 3400 ～ 3400
～ 3500 ～ 3500
～ 3600 ～ 3600
～ 3700 ～ 3700
～ 3800 ～ 3800
～ 3900 ～ 3900

小計 減算 小計

合計 合計

根拠法令 公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律（2007）、および同法施行令（2007）
参考文献　　全教の作成資料

法的根拠

趣旨
特別な配慮
を必要とする
生徒、多様な
教育を行うた
めの教育課
程の編成、長
期研修、教育
指導の改善
に関する特
別な研究

職名 職名

法的根拠

週当たり
勤務時間
数の合計
÷４０（小
数第一位
を四捨五
入）を差
し引く

文科大臣
が定める

数

（ア）指導
方法改善

（イ）生徒
支援

①日本語
に関する
特別対応
②読書活
動の推進
③ニート・
フリー

ター対応
④上記①
～③以外

（ウ）職業
系類型・
コース

（エ）多様
な教科科
目開設

（オ）研修
等

①長期研
修

②研究指
定校

③初任者
研修

④指導改
善研修
⑤修業年
限弾力化

趣旨再任用短
時間勤務
および非
常勤講師
がいる場

合

心身の健
康を害し
ている生
徒に対し
て回復の
ための特
別指導を
行う場合

主幹教諭・指導教諭・教諭・助教諭・講師

すべての
学校に標
準配置

生徒数÷４６．２

　（小数第一位が０
の時は切り捨て、そ
れ以外は切り上げ）

1

生徒数÷６６．７

　（小数第一位が０
の時は切り捨て、そ
れ以外は切り上げ）

生徒数÷１００

　（小数第一位が０
の時は切り捨て、そ
れ以外は切り上げ）

大規模校
への加配

0

1

2

3

生徒指導
担当（進
路指導・
教育相談
担当）

1

7

8

9

10

1

2

3

4

5

6

結果のまとめ

一般 初任研
定数 人数
現員数 持ち時間
過不足 Ａ÷18

図書司書
非常勤講師

校長 教頭 教諭等 養護教諭 実習助手 事務職員寄宿舎指導員



高校の教職員定数早見表　　　特別支援学校の高等部 ２０１７年　宮城県高等学校・障害児学校教職員組合

副校長・教頭 事務職員

法律 １７条一 １７条二 １７条三 ２２条五 ２３条 ２１条 法律

施行令 ３条 施行令

学級数

生徒指導
担当

専門教育
を主とす
る学科を
置く場合

知的障害者、
肢体不自由
者、病弱者を
対象とする場
合

専門教育
を主とす
る学科の
みを置く
場合

視覚
聴覚
知的
病弱

肢体不自
由

自立活動
担当

高等部の
みを置く

基礎数

小中学部
の寄宿舎
がある場

合

普通教育を
主とする学科
（知的・肢体
不自由・病弱

対象）

保健理療に
関する専門
教育を主とす
る学科（視覚

対象）

産業工芸、被
服、理容又は
美容に関す
る専門教育
を主とする学
科（聴覚対

象） 学級数
1 2 1
2 4 2
3 6 3
4 8 4
5 10 5
6 12 6
7 14 7
8 16 8
9 18 9
10 20 10
11 22 11
12 24 12
13 26 13
14 28 14
15 30 15
16 32 16
17 34 17
18 36 18
19 38 19
20 40 20
21 42 21
22 44 22
23 46 23
24 48 24
25 50 25
26 52 26
27 54 27
28 56 28
29 58 29
30 60 30
31 62 31
32 64 32
33 66 33
34 68 34
35 70 35
36 72 36
37 74 37
38 76 38
39 78 39
40 80 40
41 82 41
42 84 42
43 86 43
44 88 44
45 90 45
46 92 46
47 94 47
48 96 48
49 98 49
50 100 50
51 102 51

小計 （減） 減算 小計

合計 合計

根拠法令 公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律（2007）、および同法施行令（2007）
参考文献　　全教の作成資料

職名 主幹教諭・指導教諭・教諭・助教諭・講師 養護教諭 職名

法的根拠
２２条二

法的根拠

趣旨

専門教育
を主とす
る学科

肢体不自
由または
病弱

趣旨

すべての
学校に標
準配置

学科による加配（２）

8

当該学科
の数

当該学科
の数×２

2

週当たり
勤務時間
数の合計
÷４０（小
数第一位
を四捨五
入）を差
し引く

1

①長期研
修

②研究指
定校

③初任者
研修

④指導改
善研修

⑤修業年
限弾力化

当該学科
の数

当該学科
の数

4

5

6

7

すべての学校に標
準配置

当該学科
の数×２

2 1

1

2

1

0

2

0

１７条五

加配（２）

寄宿生徒
数80人以
下の場
合：＋２

８１～２０
０人の場
合：＋３

２０１人
以上の場
合：＋４

寄宿舎舎監

小中学部
の寄宿舎
の定数を
減ずる

１７条六１７条四

1

加配（１）

3 1

0

1

2

3

２条

長期研修
特別研究

1

１８条

再任用短
時間勤務
および非
常勤講師
がいる場

合

高等部の
みを置く
場合

児童生徒
数が６１
人以上
で、小中
学部の児
童が60人
以下の場

合

標準配置

左記によ
る定数が
１２に満
たない場
合は、１２
まで増員

寄宿舎指導員
２０条

最低保障

実習助手
１９条

寄宿する
生徒数の
３分の１

寄宿する
生徒数の
５分の１

肢体不自
由

肢体不自
由以外

2

結果のまとめ

一般 初任研
定数 人数
現員数 持ち時間
過不足 Ａ÷18

図書司書
非常勤講師

校長 教頭 教諭等 養護教諭 実習助手 事務職員寄宿舎指導員


